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覚醒から光へ

学問、宗教、政治の改善

東信堂



コメニウスの『熟議』の全体構想

OPERA OMNIA Jan Amos Komenský 19-1 （Praha, 2015）より。
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熟
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熟
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翻
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、
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懇
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る
。
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凡　例

⒈ 底本
　　底本としたのは、プラハのチェコスロバキア科学アカデミー（当時）

から1966年に出版された De rerum humanarum emendatione consultatio 
catholica 二巻本である。該当箇所は第一巻の1ページから245ページま
でである。

⒉ 参照した版
　　プラハで企画されているコメニウス全集 Opera Omnia Jan Amos Ko-

mensý 第19巻の１（Praha、 2014）を必要に応じて参照した。この本には
『熟議』の総序文と第一部と第二部が収録されており、コメニウスが友
人に送った草稿や異版本などを参照した校訂版である。

⒊ 現代語訳
　　訳出にあたっては以下の現代語訳を参照した。
⑴　COMENIUS’S PANEGERSIA or UNIVERSAL AWAKENING, Translated 

by A. M. O. Dobbie （Warwickshire、 1990）.
⑵　JOHN AMOS COMENIUS PANAUGIA or UNIVERSAL LIGHT, Translated 

by A. M. O. Dobbie （Warwickshire、 1987）.
　　⑴と⑵はドビーによる英訳であるが、原文にある小見出しがすべて省

略されている。またかなり意訳されている。
⑶　Jan Amos Komenský, Obecná porady o nápravě věcí lidských （Praha、 1992）.
　　これはコメニウス生誕400年を記念して出版された『熟議』全体のチェ

コ語訳である。
⑷　Johann Amos Comenius Ausgewählte Schriften zur Reform in Wissenschaft, 

Religion und Politik, Übersetzt und bearbeitet von Herbert Schönebaum 
（Leipzig、 1924）. この本には、『ナタンのダビデとの秘密の会話』と『民族
の幸福』と共に、『熟議』の序文と第一部のドイツ語訳が収録されている。

⒋ 本文の節と見出しの表記
⑴　原文に掲げられている目次は、内容を説明するように詳しく図示され

ている。この翻訳の vi-viii 頁に示した目次は、訳者が簡略化したもの
である。また、各章ごとのタイトルも、訳者が多少修正したことをお
断りしておく。

⑵　原文には欄外に詳細な小見出しが付いている。それらはゴチック体で
示した。

⑶　小見出しに番号が付けられている場合があり、それらは時に洋数字
だったりカッコ付きの洋数字だったり、ローマ数字だったりする。こ
の訳ではできるだけカッコ付きの洋数字に統一した。

⑷　節ごとに付けられた番号は原文の通りである。ただし、第一節には番
号が付いていないので補った。

⑸　原文には大文字による強調やイタリックの表記がたくさん使われてい
る。しかしそれらはこの翻訳では再現することができなかった。なお、
定本とした版の大文字の部分が校訂版では小文字に修正されている箇
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創世記（創世記）

出エジプト記（出エジプト）

レビ記（レビ）

民数記（民数記）

申命記（申命記）

ヨシュア記（ヨシュア）

士師記（士師記）

ルツ記（ルツ記）

サムエル記上（サムエル1）
サムエル記下（サムエル2）
列王記上（列王記1）
列王記下（列王記2）

歴代誌上（歴代誌1）
歴代誌下（歴代誌2）
ヨブ記（ヨブ）

詩篇（詩篇）

箴言（箴言）

コヘレトの言葉（コヘレト）

雅歌（雅歌）

イザヤ書（イザヤ）

エレミヤ書（エレミヤ）

哀歌（哀歌）

エゼキエル書（エゼキエル）

ダニエル書（ダニエル）

所が少なくない。
⑹　（　）は原文にあるもの、〔　〕は訳者が補ったものである。

⒌ 人名・地名の表記
　　人名や地名をカタカナでどう表記するかは常に悩ましい問題である。

アレクサンドロスとするかアレキサンダーとするか、ウェルギリウス
かヴェルギリウスか、キケロかキケローかなど微妙な問題があるが、慣
例に従った。

⒍ 聖書からの引用
⑴　コメニウスは聖書から頻繁に引用しており、多くの場合引用箇所を本

文中に示しているので、この翻訳でもそれにならい本文中に（　）で示
した。コメニウスが引用箇所を明示していない場合でも訳者が分かる
範囲で明示し、その場合は本文中に〔　〕で示した。聖書の省略書名
のあとに章番号と節番号をハイフンでつないで示した。聖書の省略書
名は別表の通りである。

⑵　コメニウスが使用していると思われる聖書はいわゆる「ウルガタ vul-
gata」聖書と呼ばれているラテン語の聖書と、当時チェコで使われてい
た「クラリッツェ zdroju kralicke」聖書だと思われる。訳者はウルガタ聖
書に Weber-Gryson, Biblia Sacra Vulgata, Stuttgart, 2007を参照したが、ク
ラリッツェ聖書は参照できなかった。また日本語訳聖書として日本聖
書協会出版の「新共同訳」（1987、 1997）を参照した。「新共同訳」はヘブ
ライ語、ギリシャ語原典からの翻訳なので、コメニウスが使用したと
思われるウルガタ聖書、クラリッツ聖書とは当然ながら微妙な違いが
見られる。その場合はコメニウスが述べている通りに訳すようにし
た。ただし、書名や章節の番号などは「新共同訳」に従った。たとえば、
コメニウスが頻繁に引用している Ecclesiastes を「伝道の書」と直訳せ
ず「新共同訳」に倣って「コヘレトの言葉」と訳した。その方が日本の
読者が参照する場合に便利だと判断したからである。

⒎ 聖書省略語（  ）内は省略語。なお、コメニウスが引用しているものに限った。
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ヨエル書（ヨエル
ヨナ書（ヨナ）

ハバクク書（ハバクク）

ゼカリヤ書（ゼカリヤ）

マラキ書（マラキ）

知恵の書（知恵）

シラ書〔集会の書〕（シラ）

マタイによる福音書（マタイ）

マルコによる福音書（マルコ）

ルカによる福音書（ルカ）

ヨハネによる福音書（ヨハネ）

使徒言行録（使徒）

ローマの信徒への手紙（ローマ）

コリントの信徒への手紙一（コリント1）
コリントの信徒への手紙二（コリント2）

ガラテヤの信徒への手紙（ガラテヤ）

エフェソの信徒への手紙（エフェソ）

フィリピの信徒への手紙（フィリピ）

コロサイの信徒への手紙（コロサイ）

テサロニケの信徒への手紙一（テサロニケ1）
テサロニケの信徒への手紙二（テサロニケ2）
テモテへの手紙一（テモテ1）
テモテへの手紙二（テモテ2）
ヘブライ人への手紙（ヘブライ）

ペトロの手紙一（ペトロ1）
ペトロの手紙二（ペトロ2）
ヨハネの手紙一（ヨハネ1）
ヨハネの手紙二（ヨハネ2）
ヨハネの手紙三（ヨハネ3）
ヨハネの黙示録（黙示録）
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